
平成 30年農福連携取組概要 

 

１．実施関係機関 

 市内障がい者就労継続支援Ｂ型事業所、ＪＡきたそらち、㈱深川未来ファーム、深川市 

 

２．取組の経緯 

 農業分野における労働力確保の観点から、市が新たな働き手の確保を目的として、市内障

がい者就労支援事業所に対して協力依頼を行い、作業受託の可能性を探ったもの。 

 平成 30 年 5 月、実施関係機関が協議し、委託する農作業の内容、時期について確認し、

準備を進めることとした。 

 

３．作業概要 

（１）胡瓜収穫作業 

受入農業者等 ㈱深川未来ファーム 

栽培面積 

40ａ 

施設園芸ハウス 12棟（きゅうり）のうち 

2棟を今回の作業用として使用 

請負方法 就労継続支援Ｂ型事業所（2事業所）※による農作業の請負 

就労先・条件 ふれあいの家 夢工房 

期間 7月～9月 

時間 
10時 00分～12時（週 3日） 

約 24時間／月（約 6時間×4週） 

10時 30分～12時（週 2日） 

約 12時間／月（約 3時間×4週） 

人数 
平均 3～4人／日 

従事者はほぼ固定 

平均 3～4人／日 

従事者はほぼ固定 

協力機関 

ＪＡきたそらち農業振興部営農企画課 

経済・地域振興部農政課農政係 

市民福祉部健康福祉課障がい福祉係 

 

 ※就労継続支援Ｂ型事業所 

  生産活動その他の活動機会の提供（雇用契約は締結しない）。就労に必要な知識及び能

力向上のために必要な訓練や支援を行う事業所 

 

 

 

 

 

 

 



◇作業工程 

① 足場洗浄 

 

② 収穫作業（80g～150ｇ／本）が規格品 

 

 秤や見本と比較しての収穫作業 

③ コンテナ積込 

 

④ 作業ハウスへコンテナ搬送 

 

収穫物のコンテナ積込の向きに注意 コンテナ 1個当たり 15～20kg 

 

準備品：腕貫、ゴム手は必須。長靴はハウス内作業につき不要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）胡瓜箱作り作業 

受入農業者等 ＪＡきたそらち青果部青果課 

栽培面積 青果部選果場 

請負方法 就労継続支援Ｂ型事業所（2事業所）による農作業の請負 

就労先・条件 ふれあいの家 夢工房 

期間 6月～10月 7月～10月 

時間 
10時～12時（週 3日） 

約 24時間／月（約 6時間×4週） 

10時～12時（週 2日） 

約 16時間／月（約 4時間×4週） 

人数 
平均 4～5人／日 

従事者入れ替わりあり 

平均 3～4人／日 

従事者はほぼ固定 

協力機関 

ＪＡきたそらち農業振興部営農企画課 

経済・地域振興部農政課農政係 

市民福祉部健康福祉課障がい福祉係 

 

◇作業工程 

① 段ボール箱組立 

 

② ビニールフィルム装着 

 

③ ３箱ずつ箱を山積み 

 

 

 

 

 

 



（３）長いも箱作り作業 

受入農業者等 ＪＡきたそらち青果部青果課 

栽培面積 青果部選果場 

請負方法 就労継続支援Ｂ型事業所（2事業所）による農作業の請負 

就労先・条件 ふれあいの家 夢工房 

期間 11月（8日間） 

時間 
10時～12時（週 3日） 

約 10時間／月（計 5日間） 

10時～12時（週 2日） 

約 6時間／月（計 3日間） 

人数 
平均 3～4人／日 

従事者入れ替わりあり 

平均 2～3人／日 

従事者はほぼ固定 

協力機関 

ＪＡきたそらち農業振興部営農企画課 

経済・地域振興部農政課農政係 

市民福祉部健康福祉課障がい福祉係 

 

◇作業工程 

① ビニル装着後の段ボールにおが屑分配 

 

② レーン前まで箱を運搬 

 

箱にはおが屑をショベルで１杯入れ、平ら

な状態にする。10kg箱のみの作業 

箱の設置向きに注意して運搬 

 

 

 

 


